
市
民
の
み
な
さ
ん
が
葬
儀
を
厳

粛
か
つ
安
い
料
金
で
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
市
内
葬
儀
社
の
協

力
に
よ
り
市
民
葬
儀
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
市
民
葬
儀
料
金

の
う
ち
霊
柩
車
料
金
が
一
部
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

∞
地
域
福
祉
課
ò
内
線
２
６
１

５ 霊柩車料金表

25,900円 25,400円 30,000円 29,000円宮型運賃

10キロまで（新）10キロまで（旧）20キロまで（新）20キロまで（旧）車種

1,290円 1,270円 1,500円 1,450円消費税

27,190円 26,670円 31,500円 30.450円計

10,700円 10,400円 13,700円 12,500円普通車運賃

530円 520円 680円 620円車種

11,230円 10,920円 14,380円 13,120円計

市
の
「
登
録
手
話
通
訳
者
」
に

な
る
た
め
の
試
験
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
試
験
に
合
格
す
る
と
研

修
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
受
験
資
格

在
勤
・
在
住
者
を

含
む
市
民
で
、
三
鷹
市
手
話
講
習

会
の
通
訳
コ
U
ス
修
了
者
ま
た
は

同
程
度
の
技
術
を
お
持
ち
の
方
。

◆
登
録
試
験

４
月
24
日
—
午
後

１
時
〜
５
時
、
市
役
所
第
二
庁
舎

４
階
会
議
室
で
。
内
容
は
fl
手
話

の
読
み
取
り
、
‡
手
話
表
現
、
·

面
接
。
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

▼
４
月
12
日
Ã
〜
16
日
–
に
、
地

域
福
祉
課
ò
内
線
２
６
１
８
（
市

役
所
１
階
Ë
番
窓
口
）
へ
直
接
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
む
。

高
齢
者
の
就
業
を
応
援
す
る
わ

く
わ
く
サ
ポ
U
ト
三
鷹
で
は
、
定

例
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
４
月
18
日
À
。
fl「
今
後
の
生
き

方
、働
き
方
、活
動
の
仕
方
を
考
え

る
会
」
〜
50
才
で
も
早
す
ぎ
な
い

〜
＝
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
。

講
師
は
コ
U
デ
ィ
ネ
U
タ
U
の
向

井
恒
夫
さ
ん
。
‡
「
就
職
活
動
支

援
セ
ミ
ナ
U
」
〜
頑
張
る
あ
な
た

を
応
援
し
ま
す
〜
＝
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分
。
講
師
は
キ
ャ
リ

ア
戦
略
研
究
所
所
長
の
大
橋
仁
さ

ん
。
い
ず
れ
も
市
民
協
働
セ
ン
タ

U
（
下
連
雀
４
―
17
―
23
）
で
。

▼
わ
く
わ
く
サ
ポ
U
ト
三
鷹
ò
45

―
８
６
４
５
へ
申
し
込
む
。
先
着

各
15
人
。

※
い
ず
れ
か
一
方
の
お
申
込
み

も
可
。

対
象
は
在
勤
・
在
学
を
含
む
高
校

生
以
上
の
市
民
で
原
則
と
し
て
健

常
者
の
方
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
も
れ
び
主
催
。

対
象
は
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
な
さ
ん
。
一
緒
に
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。
お
散
歩
の
途
中
に
で
も
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
毎
月
第
２
金
曜
日
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
、
ス
ペ
U
ス
・
Ｓ

（
下
連
雀
１
丁
目
）
で
。
お
好
き

な
時
間
に
ど
う
ぞ
。参
加
費
300
円
。

▼
く
わ
し
く
は
同
会
ò
42
―
４
４

６
９
へ
。

◆
こ
も
れ
び
電
話
相
談
ò
42
―
４

４
７
１

ご
家
庭
の
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
毎
週
水
曜
日
午
前
11
時
〜

午
後
４
時
に
は
、
専
門
の
相
談
員

が
対
応
い
た
し
ま
す
。

ò
内
線
２
６
１
９

寝
た
き
り
な
ど
の
た
め
、
自
力

で
外
出
で
き
な
い
65
歳
以
上
の
市

民
の
方
の
お
宅
に
理
美
容
組
合
の

理
美
容
師
が
お
伺
い
し
、
調
髪
サ

U
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
対
象
は
、

介
護
保
険
の
要
介
護
３
以
上
の

方
、
ま
た
は
心
身
の
健
康
状
態
な

ど
に
よ
り
、
自
ら
理
美
容
院
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
方
。

※
民
生
委
員
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

U
な
ど
の
確
認
が
必
要
で
す
。
利

用
回
数
は
年
４
回
ま
で
。
１
回
に

つ
き
500
円
の
自
己
負
担
金
が
必
要

で
す
。

▼
介
護
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
を

持
参
し
、
高
齢
者
支
援
係
（
市
役

所
１
階
Í
番
窓
口
）
ま
た
は
市
内

各
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
U
へ
申

し
込
む
。

∞
高
齢
者
支
援
室
ò
内
線
２
６

２
５ 市

民
保
養
所
「
箱
根
み
た
か

荘
」
、
郊
外
学
習
施
設
「
川
上
郷

自
然
の
村
」
の
ほ
か
、
関
東
近
県

の
指
定
ホ
テ
ル
・
旅
館
に
宿
泊
さ

れ
る
際
に
、
宿
泊
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。
指
定
保
養
施
設
は
下

表
の
と
お
り
。

◆
対
象

市
内
在
住
の
70
歳
以
上

の
方
と
、
同
行
す
る
介
護
者
１
人

（
要
介
護
１
〜
５
ま
で
の
認
定
を

う
け
た
方
が
利
用
す
る
場
合
）

◆
助
成
金

年
度
（
４
月
〜
翌
年

３
月
）
１
回
、
３
千
円

▼
「
箱
根
み
た
か
荘
」
「
川
上
郷

自
然
の
村
」
は
市
民
課
（
市
役
所

１
階
‡
番
窓
口
）
へ
予
約
申
し
込

み
し
て
く
だ
さ
い
。
契
約
旅
館
へ

は
直
接
ご
予
約
後
、
出
発
の
10
日

前
ま
で
に
、
高
齢
者
支
援
室
（
市

役
所
１
階
Á
番
窓
口
）
へ
助
成
券

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
宿
泊
者
全

員
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

宿
泊
後
に
助
成
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
料
金
を
支
払
う
前

に
必
ず
助
成
券
を
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

∞
高
齢
者
支
援
室
ò
内
線
２
６

２
７

水
泳
は
運
動
機
能
の
訓
練
や
心

理
面
で
の
発
達
、
社
会
適
応
力
の

向
上
に
無
理
な
く
大
き
な
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
教
室
は
三

鷹
市
特
殊
赤
十
字
奉
仕
団
な
ど
の

協
力
で
実
施
し
ま
す
。
対
象
は
市

内
在
住
で
心
身
に
障
害
の
あ
る
小

学
生
〜
19
歳
（
平
成
16
年
４
月
１

日
現
在
）
で
、
体
調
把
握
の
た
め

に
着
替
え
や
プ
U
ル
内
に
保
護
者

が
同
伴
で
き
る
方
。

▽
６
月
〜
平
成
17
年
３
月
の
日
曜

日
（
全
10
回
）
午
前
９
時
〜
11
時
、

第
二
体
育
館
屋
内
プ
U
ル
で
。

▼
４
月
５
日
Ã
〜
16
日
–（
必
着
）

に
、
往
復
は
が
き
に
「
水
泳
教
室

参
加
希
望
」
・
参
加
者
の
fl
住

所
・
‡
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
·

生
年
月
日
お
よ
び
年
齢
（
４
月
１

日
現
在
）
・
‚
性
別
・
„
電
話
番

号
・
‰
現
在
、
医
師
に
水
泳
を
禁

止
さ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
・
Â

保
護
者
名
を
記
入
し
「
〒
181
―
８

５
５
５
三
鷹
市
役
所
地
域
福
祉
課

障
害
者
福
祉
係
」
へ
郵
送
で
申
し

込
む
。
定
員
70
組
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
、
４
月
19
日
Ã
午
前
10

時
30
分
か
ら
第
二
庁
舎
242
号
会
議

室
で
公
開
抽
選
）。

参
加
に
あ
た
っ
て
、
５
月
９
日

À
に
保
護
者
説
明
会
、
正
規
手
続

き
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
返

信
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
20
歳
以
上
の
方
も
応
募
が
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
ご
承
知
の
上
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

∞
地
域
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

私たちのまち、三鷹市は、文
化の香り高く、いきいきとし
た豊かな地域社会の形成を目
指しています。男女ともに80
歳時代となり、高齢者自身の
選択に基づき、自分にふさわ
しい生活を築くことが求めら
れています。私たち、三鷹市を
つくるすべての人たちは、高
齢者が地域の中で、希望をも
って安心して年齢を重ねるこ
とができるまちになることを
願って、この憲章を定めます。
私たちは
１　高齢者の過去と現在の働
きを心に刻み、高齢者一人ひ
とりが誇りをもって生活でき

るように努めます。
２　高齢者が、その豊かな経
験と知と技をいかし、年齢と
状態にかかわりなく、自己実
現できる、あらゆる機会を提
供します。
３　高齢期において、だれも
が、心身ともにすこやかに生
活できるよう、健康づくりを
含むサービスや活動の充実に
努めます。
４　高齢者それぞれの生活を
大切にする、ともにふれあい、
支えあう、だれにでもやさし
い地域社会をつくります。
５　相互の理解に基づき、す
べての人々の人権が尊重さ
れ、排除や差別のない地域文
化を築きます。

高
齢
者
が
地
域
の
中
で
、
希
望

を
も
っ
て
安
心
し
て
年
齢
を
重
ね

る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
「
老
人
憲
章
」
に
代

わ
り
、
「
高
齢
者
憲
章
」
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

「
老
人
憲
章
」
制
定
か
ら
30
年

が
過
ぎ
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
長

が
健
康
福
祉
審
議
会
に
諮
問
し
、

公
募
の
市
民
を
含
む
専
門
委
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
お
よ
び
専
門
委
員
会
で

は
「
高
齢
者
憲
章
」
素
案
を
作
成

し
、
素
案
に
つ
い
て
広
く
市
民
の

意
見
を
求
め
ま
し
た
。
特
に
次
代

を
担
う
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校

生
か
ら
も
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
一
般
の
方
々
か
ら
の
意
見
と

合
わ
せ
て
委
員
会
で
さ
ら
に
検
討

を
重
ね
、答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
市
長
か
ら
３
月

定
例
市
議
会
に
提
案
し
、
議
決
さ

れ
た
も
の
で
す
。

「
高
齢
者
憲
章
」
は
、
高
齢
者

が
三
鷹
と
い
う
地
域
社
会
の
主
体

的
な
構
成
員
で
あ
る
こ
と
、
三
鷹

を
つ
く
る
す
べ
て
の
人
た
ち
の
協

働
に
よ
っ
て
、
人
間
ら
し
く
尊
厳

あ
る
生
活
や
社
会
参
加
・
自
己
実

現
で
き
る
環
境
、
心
身
と
も
に
健

や
か
に
生
活
で
き
る
地
域
社
会
の

建
設
や
地
域
文
化
の
創
造
を
謳
っ

て
い
ま
す
。

◆
「
高
齢
者
憲
章
」
本
文
、
注
釈

つ
き
本
文
、
注
釈
は
高
齢
者
支
援

室
（
市
役
所
１
階
Í
番
窓
口
）
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
の
ホ
U

ム
ペ
U
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

∞
高
齢
者
支
援
室
ò
内
線
２
６

２
２

２００４・４・４�　高齢者憲章　福祉 広報

【みたか高齢者憲章】

70
歳
以
上
の
方
の

保
養
所
宿
泊
を
助
成

三鷹市高齢者保養施設一覧

03－3894－4018　0279－88－3251
0279－72－3711

群馬 草津 ホテル望雲

03－3271－8941　0266－52－2151　〃 上諏訪 諏訪湖ホテル
03－3412－8761　0465－63－3111神奈川 湯河原 青巒荘(せいらんそう)
03－3262－3587　0460－5－8800　〃 箱根 箱根湯本ホテル

03－3526－3755　0557－81－1111静岡 熱海 西熱海ホテル
03－5660－2515　0557－81－3561　〃 　〃 玉の湯ホテル
03－3851－2711　054－628－3131　〃 焼津 ホテルアンビア松風閣

03－3371－7110　0558－85－0230　〃 天城 旅館月ヶ瀬
0558－98－1115　〃 土肥 桂川シーサイドホテル
0428－23－1171東京(新規) 青梅 青梅簡保保養センター
0422－45－1151市民保養所 箱根 箱根みたか荘
0422－45－1151校外学習施設 川上村 川上郷自然の村

　〃 伊香保 ホテル銀水

0552－63－1131山梨 御坂 トロンの湯
0552－63－5811　〃 石和 ホテル平安
0262－75－0338長野 戸倉 笹屋ホテル

0465－68－1251  〃(新規) 真鶴 一望閣

0557－23－2121　〃 熱川 熱川グランドホテル
0558－35－7311　〃 河津 七滝温泉ホテル

場　所 施設名 電話番号

高
齢
者
訪
問
理
美
容

サ
U
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

こ
も
れ
び
　
ほ
っ
と
・
サ
U
ク
ル

Ｓ
・
カ
フ
ェ
で

お
し
ゃ
べ
り
を

わ
く
わ
く
サ
ポ
U
ト
三
鷹

第
４
回
定
例
講
習
会

手
話
通
訳
者
登
録
試
験

手
話
講
習
会
の

参
加
者
を
募
集

三
鷹
市
市
民
葬
儀

料
金
の
一
部
改
定

第
29
回
心
身
障
害
児
水
泳
教
室

を
装
着
し
て
い
る
た
め
、
外
出
時

に
パ
ウ
チ
の
交
換
な
ど
が
で
き
る

ト
イ
レ
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

い
、
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
役
所

な
ど
の
市
の
施
設
に
「
障
害
者
ト

イ
レ
」
の
整
備
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
が
、
近
年
は
「
だ
れ
で
も
ト

イ
レ
」
と
し
て
改
修
や
新
設
を
行

っ
て
い
ま
す
。
「
だ
れ
で
も
ト
イ

レ
」
は
、
車
い
す
使
用
者
の
み
を

対
象
と
考
え
て
い
た
従
来
の
「
障

害
者
ト
イ
レ
」の
機
能
に
加
え
て
、

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
、
高
齢
者
の

方
、
介
護
者
と
一
緒
に
行
動
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
方
、
乳
幼
児
連

れ
の
方
、
妊
娠
中
の
方
な
ど
、
だ

れ
で
も
が
使
用
で
き
る
よ
う
配
慮

し
た
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
修
で
、
新
し
い
ト
イ

レ
に
は
fl
パ
ウ
チ
の
洗
浄
の
た
め

の
壁
掛
式
汚
物
流
し
台
、
‡
温
度

調
節
が
で
き
る
温
水
ハ
ン
ド
シ
ャ

ワ
U
、
·
脱
衣
・
着
衣
の
た
め
の

こ
の
ほ
ど
、
市
役
所
の
３
階
に

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
に
も
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
ト
イ
レ
を
整
備
し

ま
し
た
。
市
内
で
は
、
JR
三
鷹
駅

構
内
に
つ
づ
き
２
カ
所
目
の
設
置

で
、
市
の
施
設
と
し
て
は
初
め
て

の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
ト
イ
レ

で
す
。

「
オ
ス
ト
メ
イ
ト
」
と
は
、
手

術
を
受
け
て
人
工
肛
門
や
人
工
膀

胱
な
ど
を
保
有
し
て
い
る
方
の
こ

と
で
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
は
、

腹
部
に
「
排
泄
口
（
ス
ト
U
マ
）」

を
造
設
し
て
処
理
袋
（
パ
ウ
チ
）

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
を
整
備
し
ま
し
た

市
役
所
３
階
の
「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
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憲
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憲
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齢
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憲
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齢
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憲
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齢
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憲
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齢
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憲
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齢
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憲
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齢
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憲
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齢
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憲
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齢
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憲
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齢
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憲
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齢
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憲
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齢
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憲
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齢
者
憲
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齢
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憲
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コース  

昼の部
夜の部

昼の部
夜の部

昼の部
夜の部

 昼の部

 会場（予定） 

公会堂別館

福祉会館

福祉会館

福祉会館

 定員 

30人

30人

25人

20人

対象者・応募資格

初めて手話を学び、会話程度の技術を身に
つけたい方。

初級修了者または同程度の手話技術を有する方で、専門
語の手話を覚え、聴覚障害者の生活を学びたい方。

中級コース修了者または同程度の手話技術を有する方で
三鷹市登録手話通訳者をめざす健聴者。

実地体験や模擬体験を主体にしたコース。
三鷹市登録手話通訳者として活動すること
をめざす健聴者。選考試験があります。

初
級

中
級

上
級

通
訳

▽
各
コ
U
ス
（
右
表
）
と
も
５
月

25
日
〜
平
成
17
年
３
月
１
日
の
火

曜
日
（
全
30
回
）
、
昼
の
部
＝
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
、
夜
の

部
＝
午
後
６
時
50
分
〜
８
時
50
分

の
予
定
で
す
。

▼
４
月
９
日
–
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
「
平
成
16
年
度
三
鷹
市
手

話
講
習
会
申
し
込
み
」
・
コ
U
ス

名
・
昼
夜
の
別
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
・
手

話
講
習
会
修
了
コ
U
ス
名
（
修
了

年
度
）
・
手
話
学
習
年
数
・
手
話

サ
U
ク
ル
名
（
所
属
し
て
い
る
場

合
）
・
在
勤
（
在
学
）
の
方
は
勤

務
先
（
学
校
）
名
・
所
在
地
・
電

話
番
号
を
記
入
し
「
〒
181
―
８
５

５
５
三
鷹
市
役
所
地
域
福
祉
課
障

害
者
福
祉
係
」
へ
申
し
込
む
。
講

習
に
か
か
る
資
料
代
・
テ
キ
ス
ト

代
は
自
己
負
担
。

※
通
訳
コ
U
ス
は
選
考
試
験
を

行
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
コ
U
ス

で
定
員
を
超
え
た
場
合
は
４
月
20

日
Õ
に
抽
選
。

※
初
級
・
中
級
・
上
級
コ
U
ス

の
修
了
者
が
再
び
同
じ
コ
U
ス
を

受
講
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
中
級
・
上
級
コ
U
ス
は
、
平

成
15
年
度
初
級
・
中
級
コ
U
ス
を

修
了
し
た
方
を
優
先
し
ま
す
。

（
修
了
者
も
申
し
込
み
は
必
要
で

す
）。※お

子
さ
ん
を
連
れ
て
の
受
講

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

∞
地
域
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

ò
内
線
２
６
１
８

折
り
た
た
み
式
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ

フ
ロ
ア
と
全
身
が
う
つ
る
鏡
な
ど

の
ほ
か
に
、
乳
幼
児
連
れ
の
方
の

た
め
の
ベ
ビ
U
チ
ェ
ア
や
ベ
ビ
U

ベ
ッ
ド
（
お
む
つ
替
え
が
可
）
、

車
い
す
で
の
転
回
ス
ペ
U
ス
（
直

径
１
・
５
A
）
、
背
も
た
れ
や
手

す
り
な
ど
も
設
置
し
ま
し
た
。

昨
年
10
月
に
市
が
策
定
し
た

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
U
の
ま
ち

づ
く
り
基
本
構
想
」
で
は
、
公
共

交
通
特
定
事
業
と
し
て
京
王
井
の

頭
線
の
三
鷹
台
駅
・
井
の
頭
公
園

駅
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ

の
設
置
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
全
域
に
お
け

る
取
り
組
み
と
し
て
、公
共
施
設
、

病
院
・
福
祉
施
設
な
ど
の
公
益
的

施
設
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
に
も
対
応

し
た
「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
を
考

慮
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

市
で
は
、「
農
業
公
園
（
仮
称
）」

に
建
設
す
る
予
定
の
ト
イ
レ
を
は

じ
め
、
今
後
建
設
を
予
定
す
る
施

設
に
「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
の
設

置
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

∞
管
財
課
ò
内
線
２
２
５
３
・

地
域
福
祉
課
ò
内
線
２
６
１
８


